






























































河原第3過跡2

四まとめ

阿蘇周辺における旧石器時代遺跡の存在は、以前から採集されてきた表採遺物より知られる

ところであった。しかし、層位的発掘に基づいた資料は得られておらず、石器編年研究などの

対象となることはなかった。よって河原14（西原F)遺跡の調査とともに、河原第3遺跡の調

査は当該地域の、ひいては中九州の旧石器時代の様相を解明する上で有用な資料を提示するも

のと思われる。第2次・第3次調査においての成果と今後の課題を以下に挙げる。

成果1）多層位における石器群の確認

阿蘇周辺の

旧石器時代

今回の成果

3次にわたる調査によって遺跡の土層堆積状況が確認され、多層位における石器群の存

在が明らかになった。文化期の認定については、個体別資料の検討を軸に行った。その結

果、 6つ以上の文化期を抽出することができた。これらは、 さらなる追調査、分析などの

データ蓄積により将来的に変わる可能性もある。

2）細石刃石器群の確認

Ⅵ層を中心に出土する石器群は細石刃を中心に構成される。この石器群の遺物点数は調

査区内だけでも800点を超える。石器群はブロックをなし、調査区北東側に集中的に分布

する。

出土した細石刃核は、野岳・休場型細石刃核のみで構成されており、従来の細石刃文化

期の編年研究からすると当石器群は細石刃文化期でも古い時期にあたるものと考えられる。

当該地域で、このようにまとまった細石刃石器群が出土するのは初めてであり、今後の

中九州の細石刃文化研究にとって重要な資料となりうるだろう。

3）石材利用の状況確認

各文化期において、構成される石材の状況は様々であることが明らかになった。特に第

2文化期（細石刃文化期）に属する細石器には遠隔地の黒曜石が多用されており、その他

の石器に在地産の安山岩やチャートが用いられる傾向が窺える。今回得られた資料を観察

したところ、黒曜石でも様々な産地で採取される石材が用いられている。それらの産地と

して佐賀県腰岳、長崎県針尾、鹿児島県桑ノ木津留、鹿児島県上牛鼻が挙げられる。西北

九州と南九州で産出される石材が、中九州の河原第3遺跡の地に存在するのは注目すべき

点である。

4) ]4C年代測定

Ⅵ層とⅨ層で採取された炭化物についてAMS(加速器質量分析）法による'4C年代測定

を行った。その結果、Ⅵ層については14660±70yB.P.，Ⅸ層は24570±200yB.P・の値を

得た(')。

課題1）文化期の設定 今後の課題

本遺跡では多層位における石器群を確認できたが、一つの文化期に帰属すると思われる

遺物の垂直分布が上層ほど上下幅をもってみられた。また、一つの層内で間層を挟まない、

異なる文化期の石器群が存在している。このように遺物が上下する原因として植物の根に

よるクラックの発達などが指摘できる。また、今回は縄文早期の植生を明らかにするとい

う目的で、Ⅳ層の石皿周辺で土壌のサンプリングを行った。その土壌についてフローテー
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二調査の経過と概要

ション処理を行い、土壌中の植物の洗出を行ったところ、現生の植物のものと思われる種

子類、昆虫の死骸などが検出された。このようなものがⅣ層中から検出されたということ

も上記の事実の裏付けとなろう。

このように遺物が層を越えて垂直方向に存在する問題については個体別資料分析によっ

て補い、文化期の設定を行った。しかし、未だ検討の余地を残しており、今後の追調査に

よるデータの蓄積、整理が必要である。

2)AT火山灰層

Ⅸ層中にAT火山灰に由来する火山ガラスが含まれるが、それは散漫に層全体に広がっ

ており、そのピークは確認されていない(2)。今回はⅨ層中の遺物をAT降灰直後のものと

して扱った。遺物群の出土レベルとAT降灰面の関係については、 より広い面積を発掘し

て追証する必要がある。

3)AT下位(X層以下）の石器群

今回の調査で得られたX層以下の石器は、前述の理由で石器として疑問な部分も多く問

題を残している。まとまった石器群の出土する可能性をもつものとして今後の調査に臨み

たい。

今回の報告は肉眼観察による個体別資料化、短期間の接合作業により得られた資料をもとに

行った。今後、石材については産地同定及び個体別資料分類の正確化を図るため、化学的分析

を行う必要があろう。細石刃石器群の文化期内資料についてはブロックを完掘しておらず、石

器群の性格を十分に把握するためには残った部分の発掘調査を加える必要がある。近くこれら

の報告を含めた本報告を刊行する予定である。 （宮本）

註(1 ) "C年代測定値は（株）地球科学研究所においてji4C補正値を加えて算出したものである。Libbyの半減期5568年を用いる。補正前

のIIC年代測定値はⅥ肘で14690±70yBP、Ⅸ屑で24600±200yBPである。

（2）宮縁育夫氏の分析による。
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